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家庭科調査資料１－１

書名 ２

項目 東 書

＜知識及び技能が習得できるようにするための工夫＞

・単元の初めに学習の流れが示されており、見通しをもって学習を進める

ことができる。

・単元ごとのステップ終了時に振り返ることができるので、学習内容の定

着が図れる。

・巻末の技能習得写真（切り方、皮のむき方、野菜の洗い方等）が分かり

やすい。

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞

・児童への問いかけ（リード文）で単元を始めることで、主体的に学ぶ気

特 持ちにさせることができる。

・活動の内容がはっきり明記されているので、使いやすい。

内 容 ・「家庭科の窓」を設置し、見方、考え方の視点を意識して学習が進めら

れるようにしている。

・学んだことを応用するためのサポートが多い。

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞

・３つのステップにより問題解決学習ができる。

・「プロに聞く」のコーナーでは、キャリア教育を推進できる。

・「生活を変えるチャンス」のコーナーにより自分の実践を見直し、より

よく生きようとする意欲をもたせることができる。また、学習内容を生

活に結び付ける方法が具体的に示されている

色

＜実践的・体験的な活動の工夫＞

・インターネット活用により基礎技能の動画視聴が可能となっている。

・作品例が身近で、課題例や実習題材が豊富である。

・実践の方法が分かりやすく示されている。

・「日本の伝統」「プロに聞く」のコーナーは児童の興味・関心をひく。

資 料 ・家庭科室探検で、どこに何があるかを把握させ、興味・関心をもたせて

いる。

・煮干しの「頭」「はらわた」の絵は写真より分かりやすい。

・ユニバーサルデザインを考慮した文字は、読みやすい。

表記・表現 ・基礎・基本となる用語は太字で目立つようにしてある。

・親しみやすいイラストや表記になっている。

・課題発見、解決実践、評価改善の３ステップの流れで学習が進められ、

総 括 日常生活に生かすことができる。

・基礎・基本から応用へのつながりが児童の発達段階に即した構成になっ

ており、学習内容の定着が図られている。

新編 新しい家庭
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家庭科調査資料１－２

書名 ９

項目 開隆堂

＜知識及び技能が習得できるようにするための工夫＞

・基礎・基本的な学習をスモールステップで積み重ねられるようになって

いる。

・「できたかな」で各自がチェックでき、学習成果を確かめることができ

る。

・一口メモを随所に入れるにより、知識の定着を図ろうとしている。

＜思考力、判断力、表現力等を育成するための工夫＞

・話し合う→発表する→考える→生かすと学習のステップアップが示され

ている。

特 ・「見つめる・気付く」「わかる・できる」「生かす・深める」の学習過程

を明確にし、児童の思考力、判断力、表現力を伸ばそうとしている。

内 容 ・話し合う柱が示されている。

＜学びに向かう力、人間性等を涵養するための工夫＞

・児童が興味・関心をもちやすいような事例や資料が掲載されている。

・単元の初めに学習のめあてが示されており、ステップアップがしやすい。

・道徳との関連が明記されているなど、他教科との関連が示されている。

＜実践的・体験的な活動の工夫＞

・児童が作ってみたくなる実習例や製作例が示されている。

・学習したことを家庭で調べたり実践したりして取り組めるよう「チャレ

色 ンジコーナー」や「レッツトライ」などが配置されている。

・最後に「自分の生活時間をマネジメントする」というページがあり、

一冊で学んだことを活用できる。

・ＱＲコードを読み取ることで、入手した動画が充実している。

資 料 ・実習や製作の手順が分かりやすく示されている。

・学びを広げるような資料が多い。

・横流れで分かりやすく手順が示されている。

表記・表現 ・見やすく読みやすい文字や色彩になっている。

・大切なところは、太ゴシック体で表記され分かりやすい。

・食物アレルギーについて、命を守る視点で取り上げられており、安全面

の配慮がなされている。

・自分の生活を見つめ、気付き、できるようになったことを生活に生かし、

総 括 深めていくというサイクルで題材が構成されている。

・資料が豊富で課題解決や話合い活動、実践等に生かすことができる。

小学校 わたしたちの家庭科


